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令和7年11月29日(土)
14:00－16:00

ハイブリッド
（会場参加先着20名および Zoom）
対象：高校生・一般
会場：きてみんさいラボ

お申し込み

講師：藤原翔太先生
（広島大学人間社会科学研究科准教授）



ナポレオンは、フランス革命戦争で活躍した英雄として肯定的に評価さ
れる一方、皇帝による専制支配を打ち立てた独裁者として否定的に評価
されることもあります。しかし、ナポレオンが現代に生きる私たちに残
したものは、それだけにとどまりません。この講演では、ナポレオンが
どのようにして権力の座についたのか、そして、どのようにして自らの
権力基盤を強固にしたのかに注目することで、英雄か独裁者かという単
純な枠には収まらない、新たなナポレオン像を考えていきます。

藤原先生
顔写真
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広島JPビルディング内2階
広島大学きてみんさいラボ

藤原翔太先生
広島大学人間社会科学研究科准教授
歴史文化学講座（西洋史学分野）
近代フランス史、とくにフランス革命・ナポ
レオン時代を研究。
著書『ブリュメール18日 革命家たちの恐怖と
欲望』(慶應義塾大学出版会、2024)にて
第24回大佛次郎論壇賞、第42回 渋沢・クロー
デル賞奨励賞を受賞。
近著に『ポピュリスト・ナポレオン』(角川新書、2025）
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